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入園・進級して１ヶ月が過ぎ、泣きながら登園していた子ども達も笑顔で元気に登園し、 

友だちと仲良く遊ぶ姿が見られるようになってきました。日中も過ごしやすく子ども達の活動

が活発になるこの季節、色々な体験が出来るような保育を考えていきたいと思います。 

 

                

 

１３日（月） 避難訓練 １８日（土） 
親子レクリエーション 

(すみれ・さくら・ひまわり) 

１７日（金） お弁当の日 ２３日（木） 誕生会 

８・２２日（水） 音楽教室（すみれ・さくら・ひまわり） 

１６・３０日（木） 体操教室（すみれ・さくら・ひまわり） 

１４・２１日（火） 英語教室（ひまわり） 

 

 

 

★ お弁当の日について 

これから暑くなるにつれて食べ物が傷みやすく、食中毒の多い時期ですので、 

６月～９月までの間、お弁当の日はお休み になります。 

 

★ 親子レクリエーションについて 

５月１８日（土）に親子レクリエーションを予定しています。 

駐車場の関係で、以上児クラス（すみれ・さくら・ひまわり）のみの参加となります。 

詳細につきましては、先日配布しましたプリントをご覧ください。 
 

☆ お願い  ☆ 

送迎の際、開けた扉は、子ども達の安全のため 必ず閉めてください 

( 正門・駐車場門 ) 

「見守る」子育て 

～ 子育ての「正解」それは子どもが教えてくれている ～ 
 

 「見守る」子育てとは、子どものありのままの姿をよく観察し、その姿を認めて見守り、 

その子本来の力と可能性を引き出し育むことです。 

 

〇 遊びを見守る ～遊び方に表れるその子の特性を観察する～ 

・ おもちゃ選びは子どもの意思を尊重する 

・ 好きな本を好きなように読ませる 

・ その子なりの「外遊びの楽しみ」を尊重する 

・ 「何で遊ぶか」ではなく「どんな遊び方をしているか」 

・ 「飽きっぽい」のではなく「好奇心旺盛」ととらえる 

〇 家庭での学びを見守る 

・ 子どもの年齢相応の「聞く力」を育てる（３歳→５秒位、４歳→１０秒位) 

・ 読み聞かせで「読む力」を育てる 

・ 「なんでだろうね」を口ぐせにする 

・ 失敗こそ成長のチャンス、間違ったり失敗したり上手くいかなかったりに 

気付くことによって学びが生まれ、それが成長につながる 

 

「自分で学べる子」に育つ３つの原則 

① 「自信を持つ」 

子どもが「ありのままの自分でいい」という安心感を持っている状態 
 

② 「学びの技術を得る」 

気になることが出てきたときに、それを明らかにするやり方を家庭で伝えてあげれば、

学び上手になれます。（子どもの「なぜ？」には一緒に考えよう） 
 

③ 「習慣を身につける」 

誰かに言われなくても、それをすることが普通になっているという感覚 

（・新しいことを知る ・知ったことを覚える ・何かを読んだり書いたりする） 

 

子どもを認め、見守り、信じて待つことで、親子が互いを育て合えます。子どもは元々

自ら学ぶ力を持っています。親があれこれお膳立てしたり指図したりしなくても、子ど

もは自分勝手に成長していきます。 

                          

～自分で学べる子の親がやっている「見守る」子育てより～ 

今月の行事予定 

お知らせ 

５月の園だより 


